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まちの話題や出来事を紹介します山里に響く田植え唄
　江戸時代からの伝統を引き継ぐ比田の花田植が 5
月 19 日、比田いきいき交流館周辺で開催されまし
た。多くの見物人が見守る中、飾り牛による代

し ろ か

掻き
や追神供盛団（おいかみきょうせいだん）による頭
打（囃

は や し

子・太鼓・唄手）が披露された後、左
さ

下
げ

唄
うた

が
開始。一列になった早乙女が田植えを始めると、見
学者は盛んにシャッターを押していました。
　早乙女には、島根総合福祉専門学校の 8 人の学
生を含む 17 人が参加。田邊恵さん（中学 3 年生）
は「田んぼの中はとても歩きにくかったです。たく
さんの人が写真を撮っていてとても緊張しました」
と笑顔で話してくれました。

◀会場は多くの人が来場し、満員となりました。

　市立図書館が開催している「歴史講座安来探訪」
の第一回講座を 6 月１日、和鋼博物館で開催しま
した。まちの文化や歴史などを学んで市民の皆さん
に知的好奇心を持ってもらおうと企画している同講
座。今回は「出雲国の喫茶習慣について」と題して、
松江市歴史まちづくり部次長の稲田信さんによる講
演がありました。
　松江市史編さんに関わっている稲田氏は史料から
解った一つの考えを紹介。「一般的に茶人不昧公の

◀
戦
後
途
絶
え
て
い
た
花
田
植
は

平
成
４
年
に
復
活
し
ま
し
た
。

江戸初期以降の喫茶文化が残る 影響で出雲地方の喫茶習慣が語られることが多い
が」と前置きした上で、「富田川河床遺跡から茶の
湯関連の遺物が出土しており、江戸時代初期には武
家の間では茶の湯文化が広まっていた。不昧公時代
の百年前には他藩への輸出の思惑もあり、藩が茶の
栽培を奨励。結果的に急速に庶民にも喫茶文化が広
まり、不昧公の時代以降は度々、禁止する法令が出
された」と、近世以降の習慣の広がりによって現在
でも出雲地方は茶の消費が多いと説明しました。
　同講座は全６講座。次回は７月６日に「巨石ハン
ターが巡る世界の聖なる石」を開催します。

このマークの記事は、関連写
真を「市公式フェイスブック

（FB）」で公開しています。

木戸川河口付近で見かけたハクチョウの親

子。親鳥は常に５羽の子鳥に寄り添っていま

す。微笑ましい光景に、立ち止まって眺める

人もいました。（６月５日）

たうん
とぴっくす
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◀
患
者
さ
ん
と
握
手
を
す
る
あ
ら

エ
ッ
サ
く
ん
。

　看護・ケア・助け合いの心を分かち合う気持ちを
育むきっかけとなるよう５月 12 日は、「看護の日」
とされています。これに合わせ市立病院では 5 月
15 日、血圧測定や骨密度測定などの身体検査のブー
スを１階待合ホールに設け、普段からの健康管理を
呼びかけました。
　また、あらエッサくんを１日看護部長として任命。
エッサくんは病院長から辞令を受け取った後、病室
を巡回して患者さんと握手をしたり記念写真を撮っ
たりしました。エッサくんの訪問で病室には笑い声
が広がり患者さんからは笑顔が見られました。

エッサくんが１日看護部長に

豪州スポーツで汗を流す
▲キックパスの練習をする子どもたち。

　世界のさまざまなスポーツ競技への関心を高めよ
うとオーストラリアンフットボール体験教室が５月
11 日に社日小学校校庭で行われました。
　この競技は、楕円形のボールを蹴ったり拳でパン
チをしたりしてパスをつなぎ、ゴールを決めて得点
を競うオーストラリア発祥のスポーツ。参加した市
内の小学生とその保護者 41 人は、関西で活躍して
いる大阪ディンゴーズの選手からパスの仕方やボー
ルの蹴り方などを習い、試合を楽しみました。
　近藤蒼

そう

大
た

くんは「少し難しかったけど、手でパス
するところが楽しかったです」と話していました。

◀
年
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、
性
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ま
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し
ま
し
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。

　十神小学校の振替休業日に子どもたちの遊びと学
びの場を作ろうと、「寺子屋とかみ」が６月３日に安
来中央交流センターで行われました。
　この寺子屋は、寿会や地域のボランティア団体の
人が先生となり、遊びや宿題、昼食の時間を一緒に
過ごします。この日の遊びは「木

もくいく

育」がテーマ。木
育インストラクターの大谷俊行さんが数種類の木の
おもちゃを用意し、子どもたちは積み木や手作りの木
のおもちゃで楽しそうに遊んでいました。
　田中遙

はる

堂
と

くんは「木でいろいろなものができてい
てすごかったです」と話していました。

学校の振替休業日は寺子屋で

HUGで男女共同参画を考える

▲磁石を利用した木のおもちゃは人気です。

　防災をテーマに男女共同参画への理解を深めよう
と５月 11 日、避難所運営ゲーム（H

ハ グ

UG）が防災研
修棟で行われました。
　このゲームは、仮想の避難所の平面図が書かれた
模造紙に避難者情報が書かれたカードを配置してい
くもの。ゲームに登場する避難者は、高齢者や外国
人、障がい者、赤ちゃんをつれた女性などさまざま
なため、避難所運営には多くの配慮が必要です。
　参加者は、ゲームを通して男性と女性、お互いの
視点や気付きを出し合いながら避難所の運営を考え
ていく必要があることを学びました。


